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…

［
企
画
調
整
課
］
六
月
二
十
五
日
、
中
部
森
林

管
理
局
大
会
議
室
（
長
野
市
栗
田
）
に
お
い

て
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
と
は
、
幅
広
い
国
民
の
皆

様
の
声
を
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
反
映
さ
せ

て
い
く
た
め
、
応
募
に
よ
り
委
嘱
し
た
方
々
で

す
。
今
年
度
か
ら
二
年
の
任
期
で
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
と
な
る
三
十
五
名
の
う
ち
管
内
一
円
か
ら

二
十
一
名
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
当
局

か
ら
は
局
長
、
総
務
企
画
部
長
、
計
画
保
全
部

長
、
森
林
整
備
部
長
、
総
務
課
長
、
企
画
調
整

課
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
参
加
者
の
紹
介
後
、
中
部
森
林

管
理
局
の
平
成
二
十
六
年
度
の
事
業
概
要
の

説
明
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
（
第
一

回
）
結
果
の
説
明
及
び
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ま
か

ら
の
ご
意
見
や
ご
質
問
に
対
す
る
局
と
し
て
の

考
え
方
を
説
明
し
た
後
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
か
ら
は
、「
地
球

温
暖
化
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
理
解
で
き

た
」、「
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
発
信
を
お
願
い
し

た
い
」、「
各
種
資
料
の
言
葉
遣
い
が
難
し
い
」、

「
地
域
に
あ
っ
た
施
業
が
必
要
で
あ
る
」、「
広

葉
樹
も
含
め
用
途
に
あ
っ
た
木
材
供
給
が
必

要
」、「
海
外
の
林
業
に
も
学
ぶ
べ
き
」、「
花
粉

対
策
が
必
要
」、「
木
曽
地
方
の
温
帯
性
針
葉
樹

林
の
保
全
・
復
元
の
取
り
組
み
は
重
要
で
あ

る
」、「
山
の
事
を
若
い
人
、
子
供
達
に
広
げ
て

い
く
必
要
が
あ
る
」
な
ど
貴
重
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
閉
会
後
に
実
施
し
た
モ
ニ
タ
ー
会
議

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
意
見
交
換
、

会
議
の
時
間
が
短
か
っ
た
」、「
今
後
の
現
地
視

察
が
楽
し
み
」、「
森
林
管
理
局
の
活
動
や
イ
ベ

ン
ト
等
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
」
と
い
っ
た

ご
感
想
、
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

局
と
し
て
も
、
今
回
の
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会

議
で
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
を
、
こ
れ
か

ら
の
国
有
林
野
の
管
理
・
経
営
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

…

［
名
古
屋
事
務
所
］
七
月
十
五
日
に
岐
阜
県
銘

木
協
同
組
合
の
原
木
市
「
木
魂
祭
特
別
市
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
時
期
的
に
梅
雨
時
期
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
出
品
状
況
に
品
薄
感
が

あ
る
中
、
木
曽
森
林
管
理
署
か
ら
委
託
販
売

と
し
て
、
天
然
カ
ラ
マ
ツ
、
天
然
サ
ワ
ラ
等

（
三
十
三
本
・
約
三
十
二
立
方
㍍
）
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
全
国
か
ら
多
く
の
木
材
流
通
関
係

者
が
集
ま
り
、
夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け
る

中
、
セ
リ
が
熱
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

木
曽
署
か
ら
出
品
さ
れ
た
原
木
は
、
市
場
関

係
者
の
宣
伝
効
果
や
レ
ア
感
も
手
伝
い
天
然
カ

ラ
マ
ツ
、
天
然
サ
ワ
ラ
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

ま
し
た
。

　

今
回
、
木
曽
署
か
ら
出
品
さ
れ
た
丸
太
の

会議の様子

発言されるモニターの皆さん

モニターの皆さん（前列中央が奥田局長）

木魂祭特別セリ売りの様子

平
成
二
十
六
年
度

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議

「
木
曽
署
か
ら
天
然
カ
ラ
マ
ツ
等
を
出
品
！
」

【
木
材
の
販
売
情
報
か
ら
】
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樹
種
ご
と
の
最
高
値
は
、
天
然
カ
ラ
マ
ツ

二
十
二
万
円
／
立
方
㍍（
四
十
二
㌢
㍍
×
四
・

四
㍍
）、
天
然
サ
ワ
ラ
三
十
万
円
／
立
方
㍍

（
七
十
二
㌢
㍍
×
五
・〇
㍍
）、
ヒ
メ
コ
マ
ツ

十
五
万
円
／
立
方
㍍（
五
十
㌢
㍍
×
四
・〇
㍍
）、

ナ
ラ
十
五
万
円
／
立
方
㍍（
四
十
八
㌢
㍍
×
四
・

四
㍍
）
と
、
高
値
が
つ
き
ま
し
た
。

　

セ
リ
に
参
加
し
た
買
付
人
か
ら
は
、「
次

回
は
い
つ
天
然
カ
ラ
マ
ツ
が
出
品
さ
れ
る
の

か
？
」
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
、
貴
重
な

市
場
情
報
等
を
得
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
出
品
に
あ
た
っ
て
は
、
現
地
で
十
分

採
材
検
討
な
ど
を
行
っ
た
こ
と
が
、
今
回
の
有

利
販
売
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

…

［
企
画
調
整
課
］
七
月
十
六
日
、
中
部
森
林
管

理
局
（
長
野
市
栗
田
）
に
お
い
て
、
岐
阜
県
議

会
、
岐
阜
県
林
政
部
、
岐
阜
県
森
林
施
業
協
会

の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
意
見
交
換
会
は
、
岐
阜
県
議
会
、
岐

阜
県
及
び
岐
阜
県
森
林
施
業
協
会
に
よ
る
森

林
・
林
業
に
関
す
る
調
査
の
一
貫
と
し
て
行
わ

れ
、
岐
阜
県
議
会
早
川
議
員
を
は
じ
め
岐
阜
県

林
政
部
高
井
次
長
、
岐
阜
県
森
林
施
業
協
会
伊

藤
会
長
な
ど
十
二
名
が
来
局
さ
れ
ま
し
た
。
中

部
森
林
管
理
局
か
ら
は
奥
田
局
長
、
高
信
総
務

企
画
部
長
、
中
村
森
林
整
備
部
長
等
が
出
席

し
、
岐
阜
県
内
で
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
大

規
模
製
材
工
場
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
へ
の

木
材
供
給
、
コ
ン
テ
ナ
苗
を
活
用
し
た
伐
採
と

造
林
の
一
貫
作
業
な
ど
の
低
コ
ス
ト
造
林
対

策
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、

約
二
時
間
に
わ
た
り
、
活
発
な
質
疑
・
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
部
森
林
管
理
局
と
し
て
は
、
今
回
の
意
見

交
換
会
の
議
論
も
踏
ま
え
つ
つ
、
各
県
と
の
連

携
に
よ
り
、
国
有
林
材
の
安
定
供
給
、
低
コ
ス

ト
造
林
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策
等
の
取
組
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

…

［
東
濃
署
］
七
月
七
日
、
岐
阜
県
立
恵
那
農
業

高
等
学
校
環
境
科
学
科
の
一
年
生
四
十
名
が
、

中
津
川
市
内
で
木
材
の
生
産
、
流
通
、
加
工
及

び
建
築
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
見
学
し
学
習
し

ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
は
、
岐
阜
県
の
「
農
林
高
校
生
林

業
就
業
促
進
事
業
」
と
し
て
、
恵
那
農
高
、
東

濃
森
林
管
理
署
、
県
恵
那
農
林
事
務
所
の
三
者

が
連
携
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
朝
か
ら
生
憎
の
激
し
い
雨
と
な

り
、
湯
舟
沢
国
有
林
内
の
間
伐
事
業
地
の
見
学

の
予
定
は
、
室
内
で
の
座
学
に
変
更
し
ま
し

た
。
ま
ず
、
同
国
有
林
を
担
当
す
る
神
坂
森
林

事
務
所
の
羽
田
野
首
席
森
林
官
か
ら
、
管
内
の

概
要
説
明
を
行
い
、
次
い
で
大
野
森
林
技
術
指

導
官
か
ら
、
林
業
の
サ
イ
ク
ル
、
間
伐
の
必
要

性
、
間
伐
の
効
果
等
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま

た
、
搬
出
間
伐
の
工
程
や
作
業
シ
ス
テ
ム
、
高

性
能
林
業
機
械
、
採
材
方
法
に
つ
い
て
手
作
り

の
パ
ネ
ル
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
っ
て
紹
介
す
る
と
生

徒
達
は
、
興
味
深
く
画
面
を
見
つ
め
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
間
伐
を
請
け
負
っ
て
い
る
事
業

体
の
担
当
者
か
ら
、
現
場
で
の
作
業
の
流
れ

や
、
苦
労
話
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。
若
い
現
場

代
理
人
が
林
業
に
対
す
る
思
い
を
述
べ
る
と
、

生
徒
達
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
昼

食
後
は
、
坂
下
地
区
に
あ
る
原
木
市
場
に
向
か

い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
国
有
林
か
ら
拠
出
さ

れ
た
ヒ
ノ
キ
の
丸
太
が
並
ぶ
土
場
で
、
市
売
り

の
方
法
や
、
高
い
値
が
つ
く
丸
太
の
見
方
な

ど
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。「
天
然
木
曽
檜
」

と
「
き
そ
ひ
の
き
」
の
違
い
に
つ
い
て
丁
寧
に

説
明
さ
れ
、
生
徒
達
は
よ
く
理
解
し
た
様
子
で

し
た
。

　

次
に
、
近
く
の
製
材
工
場
を
訪
ね
、
丸
太
が

柱
や
板
に
な
る
工
程
を
見
学
し
ま
し
た
。
丸
太

の
皮
を
剥
く
機
械
、
丸
太
の
製
材
機
、
製
材
品

の
乾
燥
機
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
生
徒
達
は
普

段
家
で
目
に
す
る
木
の
柱
や
板
が
ど
の
よ
う
に

作
ら
れ
て
い
る
の
か
を
間
近
か
に
見
て
大
変
関

心
を
持
っ
た
様
子
で
し
た
。
最
後
の
見
学
は
、

同
製
材
工
場
が
建
て
た
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
で
す
。

　

生
徒
達
は
、
地
元
産
の
ヒ
ノ
キ
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
て
作
ら
れ
た
家
の
中
に
入
る
と
、
木

造
住
宅
の
素
晴
ら
し
さ
に
歓
声
を
上
げ
、
く

つ
ろ
い
だ
様
子
で
し
た
。
木
材
生
産
か
ら
流

通
・
加
工
、
建
築
ま
で
を
見
学
し
た
生
徒
か
ら

は
、「
そ
れ
ぞ
れ
が
分
断
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。」

「
多
く
の
人
の
力
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。」「
木
造
住
宅
は
、
や
わ
ら
か
さ
と

意見交換会の様子

モデルハウスでの説明

　
高
校
生
が
木
材
の
生
産
か
ら

�

建
築
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
学
ぶ

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

岐
阜
県
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
と

意
見
交
換
会
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か
、
や
さ
し
さ
を
感
じ
る
。
木
材
を
使
う
こ
と

は
大
事
な
こ
と
だ
し
、
自
分
も
木
造
住
宅
に
住

み
た
い
。」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
は
、
今
後
も
、
一
年
生
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
将
来
、
こ
の
生
徒
達
の
中

か
ら
一
人
で
も
多
く
の
者
が
森
林
・
林
業
・
木

材
産
業
に
関
連
す
る
職
業
に
就
い
て
も
ら
え
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
今
回
の
取
組

は
、
国
有
林
か
ら
岐
阜
県
庁
の
恵
那
農
林
事
務

所
林
業
課
に
出
向
中
の
竹
内
智
絵
さ
ん
が
担
当

し
、
国
有
林
と
の
調
整
や
進
行
を
務
め
ま
し

た
。
県
職
員
の
立
場
で
元
気
に
活
躍
し
て
る
姿

も
合
わ
せ
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

　…

【
富
山
署
】
六
月
七
日
、
岐
阜
県
境
に
近
い
富

山
県
南
砺
市
利
賀
村
水
無
に
あ
る
水
無
国
有
林

三
〇
五
林
班
に
お
い
て
「
水
無
湿
原
観
察
会
」

が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
利
賀
飛
翔
の
会
」
主
催
で

行
わ
れ
、
富
山
署
は
現
地
案
内
等
で
協
力
し
ま

し
た
。

　

観
察
会
に
は
、
約
七
十
名
の
市
内
外
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
愛
好
家
等
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
無
湿
原
は
、
湿
性
植
物
で
あ
る
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
、
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
等
が
、
ブ
ナ
林
に
囲

ま
れ
た
平
坦
な
沢
沿
い
に
生
息
し
て
い
ま
す
。

　

現
地
到
着
後
、
主
催
者
及
び
富
山
署
等
か
ら

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
散
策
を
始
め
ま
し
た
。
林

道
の
散
策
で
は
、「
春
の
女
神
」
と
し
て
愛
さ

れ
て
い
る
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
林
道
上
を
多
数
舞
っ

て
参
加
者
も
感
動
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
の

後
、
水
無
湿
原
内
の
整
備
さ
れ
た
木
道
を
散
策

し
て
、
咲
き
始
め
た
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
、
リ
ュ
ウ

キ
ン
カ
等
を
観
察
し
ま
し
た
。
観
察
会
に
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ

等
の
貴
重
な
植
物
等
が
観
察
で
き
る
水
無
湿

原
を
、
今
後
と
も
保
護
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」

と
の
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

…
［
中
信
署
］
北
ア
ル
プ
ス
、
美
ヶ
原
一
帯
の
市

町
村
や
山
小
屋
関
係
者
で
つ
く
る
高
山
植
物
等

保
護
対
策
協
議
会
中
信
地
区
協
議
会
事
務
局
の

中
信
森
林
管
理
署
で
は
、
貴
重
な
動
植
物
保
護

の
た
め
に
登
山
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
書
い
た

ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
を
作
り
、
山
小
屋
へ

置
く
と
と
も
に
、
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
等
か
ら
登
山
者
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

カ
ー
ド
は
名
刺
よ
り
少
し
大
き
め
で
、
表
に

は
国
の
特
別
天
然
記
念
物
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
や
コ

マ
ク
サ
な
ど
の
高
山
植
物
の
カ
ラ
ー
写
真
を
載

せ
た
六
種
類
の
カ
ー
ド
を
用
意
し
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
裏
に
は
、「
高
山
植
物
・
蝶

な
ど
の
採
取
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
」「
ゴ
ミ
、

余
っ
た
食
料
は
全
て
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
」
な

ど
の
禁
止
事
項
を
記
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
増
加
傾
向
に
あ
る
韓
国
、
台
湾
か
ら

の
観
光
客
も
想
定
し
、
日
本
語
の
ほ
か
、
英

語
、
中
国
語
（
北
京
語
）、
韓
国
語
で
説
明
し

て
い
ま
す
の
で
、
外
国
の
人
な
ど
多
く
の
人
に

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
知
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

…

［
南
木
曽
支
署
］
七
月
九
日
、
長
野
県
木
曽
郡

大
桑
村
阿
寺
国
有
林
内
の
阿
寺
渓
谷
に
お
い

て
、
大
桑
村
、
大
桑
村
議
会
、
関
係
団
体
か
ら

構
成
さ
れ
る
、「
阿
寺
渓
谷
管
理
運
営
協
議
会
」

に
よ
る
阿
寺
渓
谷
景
観
整
備
作
業
が
行
わ
れ
ま

観察会に参加された皆さん

「
水
無
湿
性
植
物
群
落
保
護
林
」

�

で
観
察
会

「
高
山
植
物
等
保
護
啓
発

　
　
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
」
で

�

登
山
マ
ナ
ー
を
啓
発

阿
寺
渓
谷
で
景
観
整
備
作
業

恵那農林事務所の竹内さんの講義

水無湿原でミズバショウを鑑賞


